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②資料仮番号 13 号「養子縁組」，③資料仮番号 15
号「寄留届」，④資料仮番号 9 号「第一号入院願書」，
⑤資料仮番号 8 号「市中予約台帳」，⑥資料仮番号





第 1 条 　此育児院は幼稚にして父母を失ひ或は貧窮
にして養育し能はさる者を救養する所とす
第 2 条　本院は愛知育児院と称す
第 3 条 　本院は仮りに尾張国愛知郡熱田傳馬町
三百六拾八番邸正覚寺々中に置く
第 4 条 　窮児を救養するに於ては其願人及ひ親類組
合連署の願書を要し並に其属籍地戸長役場の
添翰を要すへし
第 5 条 　入院児戸籍上の件は総て政府の法則を遵守
するへし　但し会友一名本院の側に本籍を設
け育児をして其親元より附籍せしむるを要す


































第 11 条 　児童病気に罹りたるときは速に近傍の医
師に治療を乞ひ直に本院幹事へ届出其指揮
に従ふへし




第 13 条 　児童若し病死するときは本院より支払も
のとす
第 14 条 　児童乳母は本院説教日並毎に該院ゑ来り
拝礼をなし而て予て授付する所の参詣帳簿
に説教所の検印を受けしむへし
第 15 条 　本院会友の中より院長一名及ひ幹事五名
を公撰し一切院務を担当せしむへし
第 16 条 　出納会計を監督する為め二名事実相適す
る篤行者に委托し会計監督委員に任するを
要す
第 17 条 　書記以下院員は院長及幹事相撰して所置
するを要す
第 18 条 　本院は永続会友の維持する所にして資金
を喜捨したる有志者を以て永続会友となす
















ら 1891（明治 24）年 10 月までの受け入れ児数は，
表 1　創立期（1886～1891）の受け入れ児
仮番 入院年齢 入院理由 住所等 入院年月日
女 1 7 か月 四女・貧窮 愛知県愛知郡 明治 20 年 1 月 31 日
児 2 8 か月 貧窮 愛知県下愛知郡 明治 20 年 3 月 27 日
児 3 1 か月 棄児 愛知県愛知郡 明治 20 年 6 月 23 日
女 4 2 歳 5 か月 孤児 愛知県愛知郡 明治 20 年 7 月 30 日
児 5 2 歳 2 か月 棄子 愛知県知多郡 明治 20 年 8 月 8 日
女 6 1 か月弱 棄児 愛知県愛知郡 明治 20 年 11 月 14 日
児 7 1 か月 四男 愛知県愛知郡 明治 21 年 7 月 29 日
児 8 2 歳 棄児 愛知県三河國碧海郡 明治 21 年 8 月 6 日
児 9 1 か月弱 棄児 愛知県名古屋区 明治 21 年 11 月 13 日
児 10 1 歳 私生次男・貧窮 愛知県名古屋区 明治 22 年 8 月 10 日
児 11 1 歳 2 か月 孤児カ 愛知県知多郡 明治 22 年 9 月 10 日
女 12 6 か月 母死亡，孤児 愛知県愛知郡 明治 23 年 10 月 21 日
女 13 3 か月 棄児 愛知県名古屋市 明治 24 年 10 月 22 日
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ものもあるようである．13 名のうち，棄児 6 名，
孤児 3 名，貧窮 4 名ということになる．愛知育児院
はその後，1891（明治 24）年 10 月 28 日の濃尾大
震災発生の罹災児の受け入れに応じたことなどか



























ある注15）．そのようなさ中の 11 月 19 日に，次のよ
うな事件が報じられた．Ｙ（35 歳）という者は，





















挙省略）」注19）．同 12 月 24 日，「承前」として育児院
への寄附が報じられた注20），これにより資金が蓄積
されたと思われる．
　1887（明治 20）年 1 月になると，さらに育児院








の目的も確定し，翌 2 月 13 日には盛んに開業式を
実施すると報じている注21）．
　同年 1 月 31 日には，愛知育児院史で初めての入






































　同年 2 月 15 日には，新聞社への開院式の招待状



















































































































　そして，同年 6 月 24 日には，〔児 3〕を受け入れた．
〔児 3〕は，推定 1 か月であり，愛知郡熱田市（以




































































　同年 7 月 30 日，〔女 4〕を受け入れた．同女は，






















　同年 8 月 8 日，〔児 5〕を受け入れた．同児は，2
歳 2 か月の棄子である．愛知郡東阿野村の道畑の間





りたるなり」とある注28）．同年 8 月 11 日から同月
31 日まで，知多郡東阿野村の〔乳母 8〕で，同年 9



























　1888（明治 21）年 7 月 29 日，〔児 7〕を受け入れ
た．同児は，1 か月の貧困児である．最初の乳母で
ある〔乳母 10〕（同年 8 月から 1891 年 1 月 28 日ま
で）は，実母であり母乳を提供する役割，さらに離
乳後の養育も担った．二番目の乳母である〔乳母
11〕（1891 年 2 月から 4 月 15 日まで）は，のちに
同児と養子縁組をなした．




継がれた．〔児 8〕は，1891（明治 24）年 8 月に同
院からの初めての養子縁組がなされた院児である．
　同年 11 月 13 日，〔児 9〕を受け入れた．同児は，
1 か月の棄児である．名古屋区下茶屋町（東福寺門
前）に同年 11 月 2 日夜捨てられていた注32）．同児に
ついては，愛知郡鳴海村の〔乳母 14〕が母乳を提









　1889（明治 22）年 8 月 10 日，〔児 10〕を受け入





　同年 9 月 10 日，〔児 11〕を受け入れた．同児は，












　1890（明治 23）年 10 月 21 日，〔女 12〕を受け入
れた．〔女 12〕は，6 か月で，母が死亡している注34）．











　1891（明治 24）年 6 月 20 日，育児院の総会が開催
され，育児院の新築が協議されるとともに，役員投
票が実施され，会計係には北折源六が就任した注35）．
　同年 7 月 12 日，〔児 8〕，〔児 7〕が養子縁組とな
ることについて，報じられた注36）．
　同年 8 月 1 日，愛知育児院は，事務所を矢場町の
臨済宗妙心寺派白林寺内に移した注37）．
　同年 10 月 22 日，〔女 13〕を受け入れた．同女は，
3 か月児であり，棄児であった注38）．同女は，翌月






































































































社会福祉』第 7 号，1979 年を参照のこと．
4 ）宇治谷義雄「愛知育児院考」，『仏教福祉』第 8 号，
1982 年を参照のこと．
5 ）他にも，愛知育児院創立 100 周年の記念誌『愛











6 ）「自明治 15 年 3 月～至明治 31 年 12 月」とあり，

















『東京社会福祉史研究』第 5 号，2011 年，②宇
都榮子，野口武悟，菅田理一，土井直子「福田会
育児院設立初期の規程・組織等の検討」，『社会科












12）『扶桑新報』1886（明治 19）年 10 月 10 日参照．
13）『朝日新聞』1886（明治 19）年 10 月 14 日参照．
14）『扶桑新報』1886（明治 19）年 11 月 10 日参照．
15）『金城新報』1886（明治 19）年 11 月 25 日参照．
16）『扶桑新報』1886（明治 19）年 12 月 2 日参照．
17）『扶桑新報』1886（明治 19）年 12 月 2 日参照．
18）『扶桑新報』1886（明治 19）年 12 月 14 日参照．
19）『扶桑新報』1886（明治 19）年 12 月 23 日参照．
20）『扶桑新報』1886（明治 19）年 12 月 24 日参照．


























35）『扶桑新聞』1891（明治 24）年 6 月 21 日付で報
じられた．北折家は名古屋市内の呉服商であった．
36）『扶桑新聞』1891（明治 24）年 8 月 19 日参照．
37）『扶桑新聞』1891（明治 24）年 7 月 30 日参照．
38）『愛知育児院雑記（写）』に記録されている．
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